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宮崎焼と棚山焼
昭和24:'.fの5月、笹川東悼の阿「！から上流500メートノレの地

点（元医般地内）、通称「九谷」……ことのったんでその土地

の所有者が、林道改修中に古い窯跡を発見し、当時の宮崎村長

折谷労相氏や長島勝正氏らを中心として調査が行なわれた。そ

のときには登り窯一尽を確認し鰐手の陶片が数百点発見された

続いて昭和44年の集中豪雨災習の復旧工事に伴なう林道改修

工事の際に再びとの窯に付随する施設、の一部、道具類や石臼、

脳糊lの陶f-1・が多数発見され、 宮崎小学校教諭竹内俊一氏（県考・
古学会.J21！［仰 を1.1JJむとして詳細な調査を行なった。

出土器物の多くはろくろ工法によって製作され、技術的には

精巧な面も焼われるが、製品は庶民雑器に類するものが多く、

陶Jtから見ると、小杉焼ゃ、越中瀬戸．などの流れを汲むものと
思われ、由来ぞ実証する資料はないが、一説には宮崎村の某が

小彰焼を学んで来て当地に製陶芸Eを起こしたと伝えられ、また
九谷（ここのったん）の地名から、加賀九谷の陶工がζ乙に照

を築いて!Ii!!胸に従事したとも言われ、古くから 「からつ田」と
言われるたんぼの中に「からつや地蔵」と称する石仏が把られ

ている。務政時代には、地方の著名な茶人などによって製陶が

なされることが多く、文化11年の9月に、泊の小沢与左エ門が

陶器の製造願いを郡単行に出している記録があり、 ζれとの関

連も深いように考えられる官

一方棚山焼についても確たる資料はなく、棚山部路東北方約

4～500メー t・/v地｝則こ烈跡、やおびただしい附！十が発見されてい

るが、言い伝えによれば、江戸末期？と製陶が行なわれたものと

言われ、主として庶民の維部が製産されていたようで、明治元

年に舟見本陣Jl必Jjj裁によって陶工ととむに舟見へ移動したもの

で、このあと坂本氏によって受けつがれ、舟見悦となったもの

である。棚山焼は、製品からみれば小杉焼や越中瀬戸焼の流れ

を汲むものと批測され、製品は筒巧なものもあるが肉厚の素朴

な庶民の雑鴇が多く、 主として越後Jj面へその販路を求めたも

のと伝えられている。

いずれにしても資料もなく推測の域を脱し得ないが、両者と

も郷土の文化財として今後の調査研究によって明らかにしたい

ものである。

（写真は宮崎焼の出_I・品と棚山焼窯跡・・・・・・棚山焼の製品につい

ては確証がないためあえて写－真の掲殻をしなかった。）
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般
会
計
補
正
予
算
な
ど

議

案

十

六

件

を

可

決

A

朝

日

町

議

会

定

例

会

V

ひ

マ
あ
ら
ま
し

昭
和
四
十
八
年
筋
二
回
朝
日
町
都
会
定

例
会
は
六
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま

で
の
四
日
間
を
も
っ
て
閉
会
さ
れ
ま
し
た

本
定
例
会
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
議
案
十
六
件

（
内
報
告
二
件
）
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
承

認
し
ま
し
た
。

訪
顕
陳
情
九
件
（
う
ち
総
統
訴
抗
分
三

件〉

に
つ
い
て
慎
重
審
査
の
結
果
、
採
択

四
件
、
総
統
・
得
托
五
件
の
決
定
が
さ
れ
ま

し
た
。
可
決
さ
れ
た
も
の

V
朝
日
町
総
合
計
画
基
本
構
想
の
件

（三

月
議
会
か
ら
綜
航
し
て
寓
議
さ
れ
て
い

た
も
の
）

V
昭
和
四
十
八
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
補

正
予
算

（
第
一
号
）

補
正
額
三
、
一
九
六
万
五
、

onむ
円

で
予
算
総
翻

一
二
惚
八
、
二
九
九
万
九

O
ハ

δ
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
総
務
何

理
費
四

O
O万
円
、
林
道
事
業
費
五

O

O
万
円
、
教
育
費
五

O
O万
円
、
決
林

災
害
復
旧
費
六
ハ
む
万
同
等
で
あ
り
ま

＋

9
0
 

V
昭
和
田
十
八
年
度
朝
日
町
国
民
健
康
保

険
診
療
施
設
笹
川
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
二
二
万
四

O
O
O円
を
前
年
度
繰
上

さあ

充
用
す
る
も
の
。

V
昭
和
四
十
八
年
度
朝
日
町
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算

修
繕
料
と
し
て
五
六
万
三
、
0
0
0

円
追
加

V
朝
日
町
税
条
例
一
部
改
正
の
件

土
地
対
策
の
一
環
と
し
て
、
特
別
十
－

地
保
有
税
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

世
間
的
の
明
大
を
通
じ
て
、
今
後
の
投

機
的
目
的
に
よ
る
土
地
取
得
の
抑
制
を

図
る
と
と
も
に
、
す
で
に
取
得
さ
れ
た

土
地
の
供
約
似
進
を
ね
ら
っ
た
も
の
o

v朝
日
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
一
部
改

正
の
件
限
延
諸
岱
の
別
加
に
作
な
い
、
国
民

他
版
保
険
税
の
所
得
制
、
資
限
別
組
、

被
保
険
話
均
的
別
額
お
よ
び
附
一
市
別
平

句
川
額
の
税
併
を
改
｝比
す
る
も
の
。

V
朝
日
町
乳
児
医
療
質
助
成
に
閲
す
る
条

例
制
定
の
件

乙
の
条
例
は
ト
ド
ぃ
後
一
年
米
満
の
九
山

医
蹴
自
の

一
川
を
助
泌
す
る
も
の
。

V
朝
日
町
老
人
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
一
部
改
正
の
件

老
人
電
位
身
体
障
山
内
者
に
対
す
る
．
恥

療
補
崩
が
満
六
十
才
以
上
六
十
五
才
未

満
に
改
め
ら
れ
た
も
の
。

V
富
山
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約

一
部
変
更
の
件

V
大
字
、
字
の
区
犠
の
変
更
お
よ
び
廃
止

の
件山
附
土
地
改
良
区
に
お
い
て
施
行
さ

れ
た
花
町
地
区
ほ
場
邸
側
事
業
が
完
了

し
宇
卯
あ
変
更
す
る
も
の
。

V
工
事
楕
負
契
約
の
件

認
負
契
約
金
拍
て

O
ハ
む
万
円
以

し
は
議
会
の
議
決
を
必
裂
と
し
次
の
こ

し

γ

。
て

林
泊
棚
山
線
お
よ
び
林
泊
三
帥
綜

開
設
工
事
、
工
事
調
負
金
額
一

、
五

0
．
九
万
円
。
契
約
将
、
蛭
作
山
設
工

業
株
式
会
社
。

二
、
林
道
三
降
線
開
設
工
事
。
工
事
前

白
金
額
て

六
ハ

δ
万
円

契

約

者

折
谷
工
業
株
式
会
社
。

V
昭
和
四
十
八
年
度
青
年
学
級
開
設
の
件

大
家
庄
、
山
崎
、
南
保
、
五
箇
庄
、

川
、
山
崎
、

笹
川
口
年
学
級
を
凶
ぷ

す
る
も
の
。

V
町
道
路
線
廃
止
の
件

金
山
舟
川
新
・
線
、
山
川
川
新
古
川
部
鰍

谷山
76
崎
線
を
町
泊
脆
止
し
て
県
道
に
な

る
も
の
。

V
W
守
決
処
分
報
告
承
院
の
件

（
附
和
凶
十
じ
年
広
明
日
町

一
般
会
社

補
正
予
符
）

補
正
問
九
．．．． 
万
じ
、

の
内
×
）
川
で

44n総
額
一
：
・
悩
じ
h

ハ
八
万
．
h
、
0
0

0
円
と
な
り
ま
し
た
。

V
尊
決
処
分
報
告
承
認
の
件

（
棚
田
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
ザ
る

条
例
）
。
所
得
控
除
制
の
引
上
げ
及
び

所
得
淵
の
税
不
等
を
改
正
し、

住
宅
用

地
の
申
告
制
度
を
加
え
た
も
の
。

V
議
員
提
出
議
案

。
各
選
が
ほ
に
お
い
て
選
沿
い
・
す
べ
き
似

の
議
会
の
議
員
数
に
倒
す
る
条
例
改

正
に
関
す
る
意
見
内
。

。
昭
和
四
十
八
年
度
生
産
者
米
側
に
関

す
る
恕
比
百
0

0
川
立
白
山
医
斜
↓
入
学
流
出
に
関
す
る

む
け
比
百
。

。
日
中
州
州
政
府
間
の
平
和
友
好
条
約

な
ら
び
に
航
空
、
梅
迎
、

m
H
U
初
、
削

紫
、
文
化
匂
の
諸
協
定
締
結
に
関
す

る
決
議
。

。
地
鉄
パ
ス
継
続
運
行
に
関
す
る
決
議

蹄
願
陳
情
の
処
理

さ
一
月
定
例
会
よ
り
継
続
の
請
願
陳
情
一
三

件
、
人
，
則
定
例
会
に
組
出
さ
れ
た
も
の
六

件
計
九
件
に
つ
い
て
所
管
常
任
安
員
会
に

お
い
て
審
資
さ
れ
た
結
果
、
四
件
は
採
択
、

冗
件
は
継
続
得
査
と
な
り
ま
し
た
。

。
常
任
委
員
長
報
告
よ
り

各
常
任
委
員
会
は
六
月
二
十
八
日
に
開

か
れ
、
議
楽
第
二
十
五
号
か
ら
報
告
三
号

ま
で
の
十
六
件
は
い
す
れ
も
似
従
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
建
般
委
員
会

－
L
間
門
町
泊
路
計
図
に
つ
い
て

殺
が
町
市
街
瓜
大
計
闘
の
一
部
と
し
て

同
泊
八
号
線
に
添
っ
て
、
月
山
の
守
の
付

近
よ
り
、
統
合
中
学
校
予
定
地
万
向
に
県

四
川
泊
泊
路
の
新
設
に
よ
り
川
の
発
川
町
会

期
せ
ら
れ
た
い
。

zm似
平

柳

1
月
山
総
目
路
加
技
に
め

た
っ
て
は
、
市
柳
地
区
か
ら
、
八
号
線
舎

は
さ
ん
で
片
山
地
内
、
附
早
野
1
大
家
庄
糾

と
の
変

X
以
ま
で
の
か
川
娘
細
川
以
後
同
時
に

細
工
さ
れ
た
い
。

文
教
厚
生
委
員
会

［
国
保
会
社
及
び
同
診
療
所
会
計
に
つ
い

て
、
制
祉
行
政
の
挑
w般
に
鑑
み
、

凶
保
税

の
負
担
率
は
毎
年
上
昇
し
て
お
り
、

一
般

会
計
の
繰
り
川
し
金
も
多
い
の
で
あ
る
が

低
所
得
者
間
の
負
担
は
益
々
増
大
し
よ
う

と
し
て
い
る
乙
と
か
ら
、
そ
の
将
来
に
一

抹
の
不
安
手
感
ず
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た

直
岱
診
療
所
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
赤
字

同
川
県
の
た
め
の
縦
よ
充
用
の
処
聞
が
と
ら

れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
と
の
よ
う
な
観

点
か
ら
町
当
局
は
関
係
機
凶
（
国
県
）
に

対
し
て
同
副
補
則
の
刑
制
と
各
保
険
者
間

の
絡
差
の
是
正
を
強
く
倒
き
か
げ
ら
れ
る

よ
う
嬰
盟
す
る。

Z
水
位
低
下
に
よ
る
大
家
庄
小
学
校
の
水

不
足
は
緊
急
な
事
態
と
考
え
ら
れ
る
の
で

般
本
的
な
対
策
を
早
急
に
立
て
対
処
さ
れ

た
い
。

－
簡
易
水
道
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
部
負

契
約
等
に
つ
い
て
厳
重
に
さ
れ
、

施
工
の

途
中
及
び
駿
工
後
の
検
査
に
つ
い
て
は
、

基
準
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
も
行
政
指
導
を
強
く
す
す
め
ら
れ
た
い

総
務
委
員
会

特
に
要
望
、
意
凡
な
し

永
年
勤
続
の
自
治
功
労
者
表
彰

朝
日
町
議
会
議
員
と
し
て
、
勤
続
十
五

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
に
賀
献

さ
れ
た
、
つ
ぎ
の
か
た
が
た
が
、
朝
日
町

議
会
表
彰
内
規
に
よ
り
、
昭
和
四
十
八
年

第
二
回
（
六
月
〉
朝
日
町
議
会
定
例
会
に

お
い
て
議
会
の
駿
決
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

tVLFι

。
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世
帯
数

一
世
帯
あ
た
り
人
員
は
、
三
－
九
九
人
か

ー
昭
和
四
十
七
年
度

家

族

核

イじ
ヵ：

顕

－一一~ 州・ ... 

－．．、；

著

で

す

7” 
7’ 

朝
日
町
人
口
統
計
調
査
結
果

総
人
口
総
人
口
は
、
一
九
、
O
一
三
人
で
こ
れ

は
前
年
よ
り

一
五
O人
滅
（
0
・
七
%
減
）

悶
和
四
十
五
年
度
国
勢
調
査
時
よ
り
二
九

八
人
減
（
一
・
五
%
誠
）
の
滅
少
と
な
っ

て
い
る
。

さ

男
女
別
人
口

総
人
口
一
九
、
O
一
三
人
の
う
ち
、
開
は

八
、
七
回
二
人
（
構
瓜
比
四
六

・
O
%
）

、
女
は
一
O
、
二
七
一
人
（
同
五
四

・
O

%
〉
で
男
は
女
に
比
べ
て

て

五

二
九
人

少
な
い
、
次
に
男
女
比
率
を
み
る
と
、
女

一
O
C人
に
対
し
て
男
は
八
五

・
一
人
と

な
り
前
年
の
八
五
・
一
二
人
よ
り
0
・
二
人

減
少
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
朝
日
町
の
男

女
性
比
八
五

・
一
人
（
県
平
均
、
九
二

－

a

一
人
）
は
県
下
で
最
少
で
あ
る
。

あ

年
令
別
人
ロ

幼
年
人
口

（
O
I
十
四
才
）
は
四
、

一
六

六
人
、
生
産
年
令
人
口

（
十
五
l
六
四
才

〉
二
一
、
八

一
三
人
、
老
年
人
口
（
六
五

才
以
上
）
二
、
O
三
四
人
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
幼
年

人
口
一
二

・
九
%
（
前
年
一
二

・
八
%
）

生
産
年
令
人
口
六
七

・
四
%
（
前
年
七

0

・
六
%
）
、
老
年
人
口
一

0
・
七
%
（
前

年
七

・
六
%
〉
と
な
っ
て
お
り
老
年
人
口

の
増
加
、
生
産
年
令
人
口
の
減
少
が
注
目

さ
れ
る
。

(3) 

5

l
q
 

i
i

・
’’ 
・・’B

'" 

ら
コ
了
九
四
人
と
減
少
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
十
月

一
日
現
在
の
世
帯

数
は
四
、
八
二
四
位
説
明
で
前
年
に
比
べ
二

O
世
帯
増
と
な
っ
た
。
乙
の
結
果

一
世
帯

あ
た
り
の
平
均
世
帯
人
員
は
一
－7
九
四
人

と
前
年
（
一
一
了
九
九
人
）
を

0
・
0
五
人

下
回
っ
た
。
ち
な
み
に
県
平
均
の
－
世
衛

あ
た
り
人
員
四

・
O
七
人
（
前
年
四
・
一

O
人
〉
郡
部
四
・
二
九
人
（
前
年
四
・
三

二
人
）
と
比
較
し
て
も
い
ず
れ
も
下
回
っ

て
い
る
。

と
れ
は
鼠
近
の
急
激
な
都
市
佑
傾
向
に

よ
る
核
家
族
他
と
人
口
減
少
が
主
た
る
原

因
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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⑨ 

保
健
と
衛
生

赤
ち
ゃ
ん
も
老
人
も

み
ん
な
健
康
な
町
民
に

療乳（福）
費児＇－－＇
がと
無妊
料産
に婦
なの

ま部
すの
医

ひ

七
月
一
白
か
ら
乳
児
及
び
妊
産
婦
の
疾

病
の
早
期
発
見
と
適
正
な
医
療
の
確
保
を

図
り
、
も
っ
て
保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増

進
の
た
め
、
乳
児
及
び
妊
産
婦
の
一
部
の

医
療
が
無
料
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

受
け
ら
れ
る
病
気
と
期
間
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一

一

妊

産

一
一
一
慢
す
ベ
て
の
疾
病
一概
一
鰐
毒
症

一

一
町
が
申
請
を
受
理

一
受
け
一生
ま
れ
た
日
か
一
し
た
月
の
初
日
か

一
ら
れ
一ら
満
一
歳
と
な
一
ら
出
産
（
流
産
及

る
期
一
っ
た
月
の
宋
旦
び
死
産
を
含
む
）

間

一

ま

で

一

し

た

月

の

翌

月

の

一

一

末

日
ま
で

・
た
だ
し
、
保
険
が
適
用
さ
れ
る
医
療
に

限
り
ま
す
。 事L

a・

児

手

続

き

①
乳
児
医
mm・
－
－
出
生
と
同
時
に
、
役
場
の

窓
口
で
受
給
資
格
登
録
申
請
を
し
て

受
給
資
格
証
と
請
求
書
の
交
付
を
受

け
る
。
・
持
参
す
る
も
の
：
・
保
険
証
・
印
僅

①
妊
産
婦
医
療
・：
妊
娠
中
毒
症
、
糖
尿
病

と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
役
場
の
窓
は

で
受
給
資
椅
登
録
申
部
為
草
し
て
受
給

資
格
証
と
請
求
自
の
交
付
を
受
け
る

．
特
参
す
る
も
の
：
・
保
険
証

・
印
鑑

申
請
書
（
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
）

既
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方

は
そ
れ
も
同
時
に
出
し
て
く
だ
ざ
い
。

受
診
す
る
と
き

窓
口
へ
受
給
資
格
笹
と
保
険
医
を
み
せ

る
と
と
も
に
請
求
留
を
提
出
し
て
く
だ
さ

’v
 

詳
し
い
乙
と
は
、
役
場
福
祉
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

老
人
医
療
費
受
給
者
証

の
霊
園
き
替
え

す
ぐ
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

ー
七
月
一
日
か
ら
薄
青
色
に
l

四
十
八
年

一
月
一
日
か
ら
七
十
歳
以
上

の
方
に
は
、
老
人
医
疲
証
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
が
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
（
惰
）
の
受
給
者

証
の
有
効
期
間
は
四
十
八
年
六
月
三
十
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
七
月

一
日

か
ら
新
し
い
郡
部門
色
の
（舟
）
受
給
者
航
で

医
般
を
受
け
て
下
さ
い
。
ま
だ
手
純
き
を

済
ま
せ
て
お
ら
れ
な
い
方
は
至
急
、
役
場

街
祉
係
で
新
し
い
の
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ

県
単
独
制
度
通
川
者
の
万
（
七
十
才
以

上
の
所
得
制
限
を
と
え
る
者
、
六
十
五
才

l
六
十
九
才
ま
で
の
身
陥
老
人
、
寝
た
き

り
老
人
相
官
）
も
有
効
期
間
は
六
月
三
十
悩

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
七
片

一
日
か

ら
新
し
い
グ
リ
ー
ン
色
の
（

m一資
絡
杭
で

医
療
を
受
け
て
下
さ
い
。

一｜
…
難
病
の
治
療
に
つ
い
て
｜
一

一｜
｜

お

し

ら

せ

一

富
山
県
で
は
原
因
不
明
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
難
病
の
う
ち
、
つ
ぎ
の
病
気
に
つ
い
て

、
治
療
研
究
の
後
進
と
忠
者
の
医
療
費
負

担
の
軽
減
を
目
的
仁
、
医
療
費
の
一
部
を

負
担
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
住
民
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

該
当
の
病
名

ス
モ
ン
、
ベ
l
チ
ェ
ッ
ト
病
、
重
症
筋

無
カ
症
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
サ
ル
コ
イ

ド
l
シ
ス
、
パ
1
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
、
進

行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
イ
、
慢
性
腎
不
全
、

ネ
フ
ロ

l
ゼ
、
R
q
常
性
及
び
類
天
癌
簿
、

劇
症
肝
炎

保険税を軽くするため

大
き
く
伸
び
た

医
療
費

H
国
民
健
康
保
険
H

医
療
貨
の

む
だ
を
防
い
で

由
民
舵
凶
保
険
事
業
は
、
老

人
民
掠
公
費
負
強
（
昭
和
四
十

六
年
十
月

一
目
、
七
十
五
才
以
上
、
昭
和

凶
十
八
年
一

月

一
日
七
十
才
以
よ
）
の
実

施
、
昭
和
凶
十
七
年
二
月
か
ら
の
医
療
費

引
き
上
げ
（
十
．

一%
）
得
に
よ
り
川
和
四

十
七
年
慌
の
医
出
自
が
大
き
な
仰
び
を
示

し
（
泌
l
参
附
…
）
国
民
他
附
保
険
財
政
は

大
震
苦
し
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す。

町

正

あ
さ
ひ
「
6
月
号
L

の
昭
和
四
十

八
年
度
米
生
産
調
整
実
施
計
画
衰
の

中
で
、
宮
崎
と
笹
川
の
数
字
が
入
れ

換
わ
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
お
詑
ぴ

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

間
和
四
十
六
年
か
ら
問
和
四
十
七
年
度

に
か
け
て
の
医
療
費
は
被
保
険
者
一
人
当

た
り
、
九
、
五
九
一
円
、
三
七

・
五
%
、

被
保
険
者
負
抱
分
、
六
、
七

O
五
円
、
一
ニ

七
・
八
%
、
の
仰
び
と
な
っ
て
い
る
の
に

対
し
保
険
税
は
、
一
、

五
五
九
円
、
二
0

・
六
%
で
、
一
般
会
計
か
ら
一
回
、
二
七

四
千
円
繰
入
れ
さ
れ
ど
う
に
か
赤
字
を
ぎ

り
ぬ
け
ま
し
た
。

こ
の
影
響
は
四
十
八
年
度
に
も
泣
ひ
、

医
揖
貨
の
伸
び
と
七
月
か
ら
0
才
児
の
公

費
負
担
が
実
施
さ
れ
る
と
、
当
然
乙
れ
も

保
険
者
負
担
分

・
保
険
説
の
増
と
な
り
ま

す。
こ
の
た
め
昭
和
田
十
八
年
度
の
保
険
税

を
昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
引
き
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
乙
と
に
な
り
ま
す
。

制
日
町
で
は
県
下
の
市
町
村
と
と
も
に

国
間
支
出
。
の
大
巾
引
き
上
げ
、
線
機
保

険
料
制
限
の
実
現
に
向
け
迎
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
被
保
険
者
に
お
か
れ
ま
し
て

は
日
ご
ろ
か
ら
健
艇
に
住
窓
さ
れ
、
す
す

ん
で
健
康
診
断
や
予
防
接
極
を
受
け
た
り

成
人
情
な
ど
の
集
団
検
診
は
必
ず
受
付
、

思
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ
り
一
医
療
関

の
ム
，タ
」
を
で
き
る
だ
げ
防
ぎ
、
保
険
税

へ
の
ハ
・
不
返
り
を
少
な
く
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
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黒
部
保
健
所
管
内

境
地
区
婦
人
会
な
ど

表

彰

R
M
M保
健

衛

生

大

会

昭
和
四
十
八
年
度
、
黒
部
保
健
所
管
内

保
健
衛
生
大
会
が
六
月
十

一
日
宇
奈
月
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
関
か
れ
、
そ
の
席
上
団

体
で
境
地
区
婦
人
会
、
個
人
で
は
真
岩
ハ

ナ
、
尾
山
八
重
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
防
疫
活

動
優
良
団
体
と
、
優
良
清
掃
職
員
と
し
て

会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

境
地
区
婦
人
会
は
、
昭
和
三
十
年
よ
り

地
区
の
環
境
衛
生
の
向
上
を
目
的
と
し
て

毎
年
定
期
的
に
便
所
、
下
水
の

一
・
斉
泊
磁

幼
虫
駆
除
等
を
実
施
し
、
ま
た
地
区
民
に

対
し
環
境
衛
生
思
想
の
啓
探
に
努
め
る
な

ど
そ
の
活
動
は
他
の
団
体
の
悦
範
と
さ
れ

て
い
た
。

例
人
受
賞
の
真

8
・
尾
山
の
剛
氏
は
、

過
去
七
年
間
町
の
清
掃
騒
員
と
し
て
積
極

的
に
活
動
、
仲
間
の
作
業
員
か
ら
の
人
望

も
厚
く
、
そ
の
功
績
は
他
の
模
範
と
な
っ

て
お
り

一
設
住
民
か
ら
も
、
そ
の
仕
事一
ぶ

り
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、

乙

〈
写
真
は
保
健
衛
生
大
会
V

さあ（野縞錫鍋）第215号(5) 

の
た
び
の
表
彰
は
と
れ
ら
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

一

ム一品

ト

議

再

μ

H

民

日

祉
相
刀
福

司

会
一
，
ま

－
1
d
l
 

此

入
財
政
収
入

五、

0
0
0同

会

質

問

山

ハ

O
、
の
む

O

柿

助

費

六
九

O
、
O
ハ
む

交

付

金

七

四

O
、

公

δ

委

託

金

二

八

一

、

O
ハ〉
O

持

附

金

二

五

O
、
ハ

δ
o

繰

越

金

一

0
0
、

0
0
0

雑

収

入

一
O
、
の
む
O

計

二

、

五

三
六
、

0
00

歳

出会

議

費

四

O
、

0
0
0円

事

務

費

九
八
五
、

0
0
0

事

業

費

一
、

－
五一
二
、

0
0
0

負

担

金

一

四

五

、

0
00

繰

出

金

一

四

O
、
0
0
0

諸
支
出
金

六
六
、

0
0
0

予

備

費

七

、

0
0
0

計

二

、

五

三

六、

0
0
0

新
年
度
予
算
は
三
月
二
十
日
議
決
さ
れ

一
般
会
計
の
ほ
か
に
、
心
配
ご
と
相
談
所

器
恕
銀
行
、
福
祉
資
金
の
そ
れ
ぞ
れ
特
別

会
計
を
設
け
、
昨
年
に
引
き
続
き
社
協
活

動
を

一
段
と
強
化
し
、
住
民
福
祉
の
増
進

C
3・
に
制
極
的
な
野
力
を
す
る
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
て
お
り
ま
す
。

社会福祉法人

48年度一般会計予算

47年度一般会計決算

四
十
七
年
度

一
般
会
計
決
算

成

入財
産
収
入

会

問

七
、
八

一
四
円

五
八
、
六
一

O

補

助

金

交

付

金

委

託

金

寄

附

金

繰

越

金

雑

収

入
計

歳

出会

議

費

事

務

費

事

業

費

負

担

金

繰

出

金

諸
支
出
金

計

六
八
七
、

0
0
0

六
四

O
、
四
一
回

二
七
五
、
三
ハ

δ

一
二
一
一
八
、
一
一
一
一

一

七

O
、
三

一
三

七
、
四
七
七

一
一、

三
七
五
、
一
四
九

二
七
、
六
三

O
円

八
三
八
、
四
五

O

一
、
O
三
四
、
二
一
二

二
六
、
0
0
0

＝
西
、
onむ

一一一

O
、
三
O
O

二
、
二
七

O
、
八

O
一

四
十
七
年
度
は
朝
日
町
制
枇
セ
ン
タ
ー

の
完
成
に
伴
い
、
心
配
ご
と
相
談
所
を
同

生
活
相
談
室
に
移
し
社
協
の
事
務
も
こ
こ

で
執
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

1
1
保
険
料
の
納
付
が

「
｜
｜
困
難
な
方
へ

国
民
年
金
被
保
険
者
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
方
に
は
申
請
に
よ
り
免
除
さ
れ

ま
す
。保
険
料
の
免
除
を
希
望
さ
れ
る
万
は
役

場
国
民
年
金
係
で
そ
の
手
続
き
万
法
を
お

た
す
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
は
被
保
険
者
が
納
め
る
べ
き

保
険
料
の
半
額
を
積
立
て
て
お
り
ま
す
の

で
、
年
金
を
受
け
る
資
絡
に
は
彬
側
首
あ
り

ま
せ
ん
が
年
余
額
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

免
除
さ
れ
た
月
の
保
険
料
は
、
将
来
納

め
る
余
裕
が
で
き
た
場
合
、
十
年
前
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
当
附
の
免
除
さ
れ
た
保
険

料
納
で
追
納
す
る
と
と
も
で
き
ま
す
。

今
月
中
に
免
除
の
手
続
き
を
す
る
と
四

月
分
の
保
険
料
か
ら
免
除
さ
れ
ま
す
。

…
 
．．
 
骨
．．
 
一
ゴ
ミ
収
集
に

一．．
 
1
 ．
． 
一

協

力

を

こ
れ
か
ら
夏
場
を
迎
え
ま
す
が
、
環
境

衛
生
の
向
上
と
、
ゴ
ミ
の
悪
臭
公
害
埠
放

の
た
め
、
次
の
乙
と
に
留
意
し
、
ゴ
ミ
収

集
事
業
に
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
ゴ
ミ
は
必
ず
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
燃
え
る
・
も
の
、
燃
え
な
い
も
の
は
必

ず
区
別
し
て
く
だ
さ
い
。

・
多
虫
に
汚
物
が
出
た
場
合
は
、
臨
按

焼
却
場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

－
収
集
日
以
外
に
は
ゴ
ミ
を
仰
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

－
粗
大
ゴ
ミ
（
テ
レ
ビ
、
洗
叩
問
機
、
自

転
車
等
）
は
、
臨
接
不
燃
焼
物
的
場

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

不
燃
焼
物
捨
場
見
取
閲

gL 

人
川
町
町
内

不鉱物然主詰足取関

-fr喧

，（碍··~

j美化：

II き海
昼れ や
長し、Jll
；！こを
み I. 

= i 
｜｜ う

近
年
の
生
活
水
恨
の
高
度
化
に
よ
る
生

活
様
式
の
変
他
は
、
多
品
の
廃
挺
物
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
海
岸

・
河
川
の
汚
染
が
は
な

は
だ
し
く
、
今
ま
で
の
県
土
奨
佑
運
動
を l’o 

八
こ
の
よ
う
な
き
れ
い
な
川
に
V
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ミ
カ
ツ
パ
連

二

待

望

の

／／

プ

l
ル

開

き

H

町
民
皆
泳
を
め
ざ
し
て

日

ひ

本
年
度
の
町
営
プ
1
山
川
開
き
が
六
月
十

六
日
に
行
な
わ
れ
、
水
の
シ
ー
ズ
ン
の
蒋

あ
け
を
し
ま
し
た
。

初
夏
の
風
が
さ
が
や
か
な
と
の
日
修
肢

の
儀
、
阿
部
収
入
投
の
あ
い
さ
つ
の
後
紅

白
の
テ
ー
プ
が
切
ら
れ
泊
小
児
童
、

泊
中

水
泳
部
K
よ
る
初
泳
ぎ
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。O開
霞
期
間

六
月
十
六
日
J
九
月
十
五
日

※
休
場
日

八
月
十
六
日

O
開
場
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
た
だ

し
、
児
阜
、
生
徒
は
午
後
五
時
ま
で

。
入

場

料

大
人
谷
川
、
大
生
を
作
む
）

h

ハ
十
円

中

中

小

三
卜
円

小

学

生

二
十
円

。プ1
山
臨
時
地
机

①
l
1
5
9
1

（
写
真
は
泊
中
水
泳
部
員
の
初
泳
ぎ
）論

町

ぐ

る

み

の

協

力

で

青

少

年

の

明

る

く

正

し

い

育

成

を

。
朝
日
町
少
年
繍
導
セ
ン
タ
ー
股
置

。

朝
日
町
で
は
青
少
年
を
正
し
く
導
き
、

健
や
か
に
伸
ば
す
運
動
の
一
環
と
し
て
、

鬼
遠
祭
、
夏
休
み
、

年
末
年
始
、
本
業
期

等
に
季
節
補
導
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
青

少
年
の
不
良
化
防
止
に
つ
と
め
て
い
ま
す

が
、
こ
の
ほ
ど
、
昭
和
四
ト
八
年
度
補
導

美村平笠水中
佐日野原島砧

光靖 恵俊栄
平 朗務水夫作

広
川

哲
義

本
村

朝
男

笹
川
寿
美
枝

土
肥

孝

信

平

崎

勇

佐
々
木
一
雄

l 夏休みを l 
1 明るく有意義に ； 
： ＝ どの子も この子もみんなの子 ＝ i 

' こどもたちが待ちに待った楽しい夏休みがもう ；

！すぐ始まります。 : 

i とともたちの生活、規律も、ともすれば乱れが ：
；ちにな りやすいと ~－cす。ぷ休みを健全に、 そし 1
1て大切な位活詩11帆の！日WJとして生かせるよう、家 j
i庇に｜浪らず町ぐるみで見守ってやりましょう。 ！ 
I 0規則正しい、自主的自発的な生活態度を育て i
： ましょう ！ 
？ く〉健康で安全な生活を ! 
i ・交通事故や、悔や山の事故をおこぎないo ’ 
！ ・不娯生から病気をおとぎない。 : 

~ <> 1日1回は家族みんなで話し合いの時間をも ；
！ ちましよう。 ! 
I 〈〉 『愛のひと声運動jを
： 「ご苦労さん！

！ 「あぶないよJ
！ 「早〈お帰りJ : 

員
と
し
て
次
の
か
た
が
た
を
香
慨
し
、
町

民

一
般
の
協
力
に
よ
り
目
的
を
果
た
し
た

い
と
ね
が
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、

前
任
の
補
導
員
の
か
た
が
た
の

労
苦
に
対
し
厚
く
お
砧
申
し
あ
げ
ま
す
。

八
V

昭
和
四
十
八
年
度
補
導
員
氏
名

大
平

博

大

村

利

明

大

割

蹴

明

秋

山

億

一

水

井

由

利

畑

良

造

佐

渡

栄

子

上
坂
佐
津
子

土
居

情

校

高

桜

久

枝

臼

本

喜

一

脇

山

博

中

品

定

艮

館

岡

一

郎

西

岡

良

則

松

合

秀

夫

坂

口

宗

二

木
村

澄
子

森

祥

子

水
島
畑
次
郎

島

端

勉

山

出

久
志

西

岡

年

男

岡

附

勇

婦人会幹部研修会

婦人の役割の

重要さを再認して

活発な討議

＜福祉センター＞

激
変
す
る
社
会
に
凪
応
す
る
財
人
会
の

組
織
、
活
動
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
そ

の
効
果
的
な
限
問
、
役
員
の
任
務
に
つ
い

て
討
議
し
、
生
活
に
立
脚
し
た
婦
人
会
活

動
の
一
層
の
充
実
を
期
そ
う
と
、
朝
日
町

教
育
委
員
会
、
朝
日
町
中
央
公
民
館
、
朝

日
町
連
合
婦
人
会
主
催
に
よ
る
、
昭
和
四

十
八
年
度
朝
日
町
婦
人
会
幹
部
研
修
会
が

ζ

の
ほ
ど
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
各
地
区

の
役
員

一
五
O
名
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
「
役
員
の
任
務
と
役
削
」
「
学
級
開
設

と
仲
間
づ
く
り
」
「
州
人
の
役
割
と
準
仕

L

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

三
つ
の
分
散
会

に
分
か
れ
、
各
地
区
の
活
動
状
況
や
問
題

点
を
出
し
合
い
な
が
ら
然
心
に
討
議
し
、

富
山
県
社
会
教
育
主
事
浦
田
浩
先
生
の
、

「
婦
人
の
役
割
と
家
庭
教
育
」

と
題
す
る

講
演
が
行
な
わ
れ
、

「家
庭
教
育
に
お
け

る
婦
人
の
役
割
の
軍
部
さ
を
改
め
て
認
識

し
、
行
動
す
べ
き
だ
」
と
い
う
趣
旨
の
内

容
に
婦
人
と
し
て
の
責
任
を
痛
感
し
て
い

ま
し
た。

ま
た
、
研
究
討
議
の
合
い
聞
に
越
野
芳

枝
先
生
の
指
導
の
も
と
に
、
ゲ
ー
ム
や
簡

単
な
踊
り
な
ど
を
楽
し
み
有
意
殺
な
日
起

を
終
え
ま
し
た
。

日
東
紡
績
に

通

産

大

臣

賞

H
各
種
統
計
調
査
に
対
し
て
H
U

日
東
紡
績
泊
工
場
（
工
場
長
、
凶
同
文

一
氏
）
は
、

昭
和
何
年
度
通
産
省
所
管
、

工
業
統
計
調
査
（
各
年
は
月
は
日
制
伐
）

の
功
制
併
業
所
と
し
て
こ
の
ほ
ど
泊
政
十
ハ

刊
か
・
り
点
移
さ
れ
ま
し
た
。

同
じ
前
倒
は
、
各
組
統
品
川
淵
在
、
と
り
わ

け
て
業
統
計
調
査
に
は
卒
先
し
て
協
力
し

敏
述
か
っ
、
広
い
工
業
知
識
の
も
と
に
作

成
し
た
調
査
奴
は
正
路
で
県
下
で
も
屈
指

の
ポ
業
附
と
し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、

こ

の
た
び
の
栄
後
と
な
弓
た
も
の
で
す
。

H
百
万
円
以
上
の
工
事

H

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円
以
上
の
工
事

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一
、
上
積
尾
農
地
災
害
復
旧
工
率
（上
横
尾
）

工
事
費

八
百
二
十
万
円

復
旧
面
積

ご
ニ
、
O
一
O
平
方
メ
l

ト
戸

六
月
十
四
日
j
十
月
二
十
日

こE
WI 
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生涯教育

知
性
あ
る
社
会
人
と
な
る
た
め
に

｜

J

意
欲
を
も
っ
て
学
習
に
参
加
し
よ
う

｜
｜
一

各

地

区

で

学

級

講

座

の

関
ミラハA
亘又

家
庭
教
育
学
級
・
婦
人
学
級

著
書
官
教
室
・
公
民
講
座
・

一
品
令
者
学
級

ひ

急
敢
な
社
会
構
造
の
変
化
に
対
処
し
、

知
性
あ
る
社
会
人
に
な
ろ
う
と
、
各
地
区

で
圏
、
県
費
補
助
に
よ
る
家
庭
教
育
伊
級

や
婦
人
学
級
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

。

家

庭

教

育

学

級

家
一
抵
で
こ
ど
も

を
教
育
す
る
場
合
の
心
構
え
と
か
、

こ

ど
も
の
し
つ
け
、
数
訂
と
の
制
－
v
M
点
な

ど
を
学
習
す
る
。

。
泊
小
学
校
家
庭
教
育
学
級

「
望
ま
し
い
家
庇
の
あ
り
刀
」

．
泊
小
学
校
P
T
A開
設

・
開
設
場
所
泊
小
学
校

。
宮
崎
家
庭
教
育
学
紐

「
こ
ど
も
の
し
つ
け
と
家
庭
の
役
割
」

・
宮
崎
保
育
所
母
の
会
、
宮
崎
婦
人

会
開
設

・
開
設
場
所

さあ(7) 

改
観
守
、
宮
崎
小
学

校

。
東
草
野
家
庭
教
育
学
級

（
十
同
日
か

ら
開
設
）

「
生
活
環
境
と
ζ

ど
も
の
教
育
L

・
東
草
野
町
内
会
、
東
草
野
山
附
人
会

開
設

・
開
設
場
所
東
市
野
公
民
町

。
小
川
保
育
所
家
庭
教
育
学
紐

〈
二
十

七
日
か
ら
開
設
）

「
と
ど
も
の
し
つ
け
と
家
経
の
役
割
」

・
小
川
保
育
所
母
の
会
、
蛭
谷
、
羽

入
、
谷
町
内
会
お
よ
び
財
人
会
開

向
日
え
三
目
aパ
司
’
dr、
え
り
ケ
re－

－
釦
蜘
判
定
見
：
川
川

小
川
保
育
岬

。

婦

人

学

級

新
し
い
時
代
に
生
ぎ
る

婦
人
と
し
て
、
制
他
的
、
主
体
的
に
生

き
る
態
度
、
唱
え
を
必
な
う
。

。
赤
川
婦
人
学
級

「
こ
ど
も
と
附
人
の
役
山
」

．
赤
川
州
人
会
開
設

・
開
設
場
所
赤
川
公
民
如

。
笹
川
婦
人
学
級

「
郷
土
を
見
つ
め
な
お
し
、
婦
人
の

進
む
べ
き
道
を
考
え
る
」

・
笹
川
婦
人
会
開
設

・
開
設
場
所

管
川
公
民
館

。

泊

若

妻

教

室

若
妻
の
生
活
や
教

養
を
高
め
る
た
め
に
必
裂
な
融
題
を
学

留
す
る。
「
若
妻
の
教
盤
と
生
活
設
計
」

．
泊
鮒
人
会
開
設

・
開
設
場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

。

公

民

講

座

地
域
住
民
の
市
問
に
必

裂
な
教
器
、
知
設
、
技
能
な
ど
岳
町
内

川
下
位
の
場
で
行
な
う
学
習
問
削

・
月
山
町
内
会
で
開
設
予
定

。
ま
た
、
各
公
民
館
尚
早位
で
、
高
令
名
に

家
庭
生
活
、
社
会
生
活
に
役
だ
っ
「
高

令
者
学
級
」
も
開
設
さ
れ
ま
す
。

t山

〈
りい見
は
引
が
山
町
教
向
学
般
の
学
告
は
以
〉

伝

統

を

誇

る

体
育

の
朝
日
町

八
体
育
行
事
益
々
さ
か
ん
〉

マ
第
十
九
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
成
績

六
月
三
日

日
東
紡
グ
一一
，
ウ
ン
ド

優
勝
山
二
医

次
勝

山
崎

マ
第
二
回
朝
岡
野
球
大
会
始
ま
る

日
時
六
月
八
日
よ
り
各
自
似

μ

場
所

川
中
学
校
グ
ラ
ウ
J

ド

小
丸
山
グ
ラ
ツ
ン
ド

一
臣
戦

教
員
ク
一
ツ
プ
日
1
4
下
沢
白川
業

中
山〈
股
陥

8
7
1
5
日
附
ク
ラ
ブ

品
り
ょ
う
会

5
1
1
朝
日
パ
ν

l
ボ

－
叫
円
グ

ラ
フ

朝
日
町
役
掛
叩

1
3
両
越
自
動
車

さ
っ
き
会

4
1
1
黒
東
モ
ー
タ
ー

ス

花
銀
泊
支
店

5
1
5
泊
病
院

笹
川
体
協

中
央
位
協
A

ヲ，．P
E
a’
円
ノ
ム

商
工
会
部
門
年
部

北
日
本
モ
ー
タ

ー
ス

7 

0 

体
協
七
、
八
月
の
行
事
予
定

一〉
朝
白
、
・
［
村
正
町
長
登
山

七
月
二
十
八
日
i
七
月
三
十
日

『一
i
久

入
、
B
の
う
ち
ど
れ
か
選
択

A
一
U
田
小
川
温
泉
t

兆
一X
1朝
日
昂

二

庁

朝

日

E
l法
華
崩
泉
l
平

山石
｜
泊

B
一
日
目

A
コ
ー
ス
と
向
じ

二
h
q

朝
日
｜
皆
命
｜
白
馬

一ニ

。

白
鳥

l
白
応
大
地

l叩
地
獄

邸
内
川
！
平
山
l
引

募
集
人
員

五

十

名

巾
込
締
切
七
月
十
五
日

集
合
小
川
泊
泉
元
溺
午
前
八
時

粁
間

約
泊
皆
、
交
泊
四
そ
の
他

A
コ
ー
ス

一二
千
円

B
コ
ー
ス

五
千
円

中
込
先
朝
日
町
教
育
委
員
会
＠
1
1
0
4

山
崎
地
区
体
育
協
会
①
8
8
5
2

マ
町
民
野
球
大
会

期
日

八
月
十
二
日
午
前
八
時
三
十
分

場
所

小

丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

泊
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

主
俄

町

教

委

体

育

協

会

出
場
資
格
定
時
制
高
校
生
を
合
む
一

般
男
子

チ
l
ム
編
成
制
二
十
五
才
ま
で
沢
名

一．
十
六
才
以
上
聞
名

。
第
八
回
富
山
県
中
学
校
新
川
地
区
水
泳

競
技
会
兼
第
二
十
回
下
新
川
郡
民
体
育

大
会
水
泳
競
伎
会

六
月
十
七
日
朝
日
町
醤
プ
I
h
w

新
川
地
氏
水
泳
競
技
会
成
樹
（
関
係
分
）

。
男
子

マ
二
百
米
汚
泳
①
綴
同
情

（泊〉

マ
三

百
米
平
泳
①
長
井
総
生
（
的
）

マ
百
米

自
由
型
①
長
井
裕
生
マ
百
米
背
泳
①
森

島
出
。
女
子

守
二
百
米
平
泳
①
大
収
集
子
（
陥
）
①

舟
一凡
美
千
代
（
出
）

マ
八
百
米
自
由
型

①
筒
井
’
美
智
代
（
泊
）
マ
百
米
平
泳
①

舟
見
美
千
子
①
大
平
葉
子

V
郡
体
水
泳
践
校
総
合
成
制
順
位

①
入
山
首
中

ω泊
中
①
舟
品
中
①
小
川
中

マ
新
川
地
収
水
泳
瓶
投
総
合
成
制
順
位

①
入
持
巾
①
魚
…
州
仲
間
部
中
①
桜
井
巾

①
山
中
①
舟
見
中
①
小川－一

八
写
真
は
朝
間
野
球
の
熱
戦
の
も
よ
う
〉

朝
日
町
体
育
指
導
委
員

下
沢
良
維
（
泊
一一
院
）

前
号
体
協
だ
よ
り
中
、
体
筒
指
導
委
員

の
氏
名
中
表
記
の
万
が
脱
漏
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
本
号
に
登
蹴
し
、
お
わ
び

い
た
し
ま
す
。

n
h
u
A斗
・

4
E
E
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…朝日 町…“一、

し青年圏内研修旅行_j

＝新 島＝

他県の青年と交流を深め

見聞を広めるため

昭和48年 7月 IO団長
月刊（毎月10日発行〉

潟 ・福

ひ

青
年
を
県
外
に
派
遣
し
、
他
県
の
青
年

と
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
風
俗
、
文

化
、
産
業
等
に
つ
い
て
見
聞
を
高
め
、
共

同
生
活
の
巾
か
ら
青
年
相
互
の
友
情
と
親

睦
を
深
め
、
も
ッ
て
青
年
団
体
活
動
の
振

興
を
図
る
た
め
、

ζ

の
ほ
ど
昭
和
四
十
八

年
度
朝
日
町
青
年
国
内
研
修
旅
行
を
行
な

い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
旅
行
は
朝
日
町
青
年
男
女
十

一
名
が
参
加
し
、
六
月
一
日
午
後
十
一
時

十
五
分
か
ら
参
加
者
及
び
関
係
者
が
集
ま

り
、
市
駅
前
で
壮
行
式
を
行
な
い
、
直
ち

さあ

〈
写
真
は
研
修
風
景
〉

（昭和3例月8日
第3種郵便物認可）第215号

に
下
り
急
行
「
越
前
」
巳
乗
車
最
初
の
目

的
地
福
島
県
国
立
磐
梯
背
年
の
家
へ
向
か

い
ま
し
た
。
研
修
地
は
、
国
立
磐
梯
青
年

の
家
、
会
津
若
松
市
、
小
千
谷
市
、
長
岡

市
で
、
各
地
の
青
年
と
交
歓
会
、

討
論
会

な
ど
を
行
な
い
、
参
加
問
員
一
向
感
銘
を

探
く
し
て
帰
朝
し
ま
し
た
。

〈
写
真
は
参
加
者
全
員
の
記
念
ス
ナ
ッ
プ
〉

覇謹璽盟
朝
連日

合町
青

年

度i

体

育

祭

行

な

わ

れ

る

本
年
度
の
朝
日
町
迎
合
青
年
間
の
体
宵

祭
が
六
月
十
日
泊
小
学
校
で
町
内
の
背
年

約
一
一

一O
名
が
参
加
し
て
聞
か
れ
、
附
天

の
下
に
若
い
力
を
大
い
に
競
い
あ
い
ま
し

た
。
（
以
下
は
成
樹
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

優

勝

宮

崎

校
下
青
年
団

2
位
南
保
校
下
青
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

優
勝
宮
崎
校
下
青
年
団

2
位
大
家
庄
校
下
背
年
団

清
涯
紺
碧
の
海
に
挑
む

新
時
代
の
ス
ポ
ー
ツ

．司
1
3走既岡山

日
朝
日
町
海
釣
会
U

画
一
岡
山
一
近
年
レ
ジ

キ
1
プ
1
ム
の
波

回

一

に
乗
っ
て
各
種
の
趣
味
娯
楽
を

沼
E

中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ザ
1
ク

E
E
W活
動
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ

る
が
、
清
澄
紺
砦
の
海
を
誇
る
朝
日
町
海

岸

一
帯
は
、
近
県
各
地
か
ら
一
年
を
通
じ

て
太
公
望
連
が
押
し
か
け
浜
を
賑
わ
し
て

い
る
が
、
海
釣
は
趣
味
と
ス
ポ
ー
ツ
を
兼

ね
た
も
の
と
し
て
人
気
を
呼
ん
で
お
り
、

地
元
朝
日
町
に
お
い
て
も
夙
に
海
釣
を
楽

し
む
人
が
多
く
、
本
年
四
月
、
会
員
相
互

の
親
睦
と
建
康
の
増
進
を
図
り
、
合
わ
せ

て
海
岸
美
化
運
動
に
協
力
す
る
ζ
と
を
目

的
と
し
て
、
朝
日
町
海
釣
会
が
結
成
さ
れ

た
。そ
の
あ
と
去
る
六
月
十
日
、
宮
崎
海
岸

一
帯
を
中
心
と
し
て
、
七
十
八
名
の
容
加

会
員
に
よ
り
、
第

一
回
総
会
を
兼
ね
て
海

釣
大
会
を
実
施
し
、
大
物
釣
上
げ
者
に
は

町
長
杯
、
A

門店
長
杯
、
そ
の
他
多
数
の
鈍
が

授
与
さ
れ
た
。

な
お
、
同
会
の
会
員
は
現
在

一
二

O
名

で
、
ス
会
希
望
者
は
、
会
費
年
間
七

O
O

円
を
添
え
て
事
務
局
ま
た
は
釣
具
店
へ
申

し
込
め
ば
よ
い
。 海

岸
美
化
運
動
に
も

協
力

ま
た
同
会
で
は
本
年
度
事
業
と
ー以
て、

釣
大
会
、
魚
拓
展
、
映
画
会
、
海
岸
美
化

運
動
な
ど
を
計
画
し
、
着
々
と
実
行
し
て

て
い
る
。

会

長

副

会

長

事
務
局
長

胞

熊

松

原
大

官

佐
々
木

久武郎正

三安f
f
4
1
 

〈
写
真
は
部
釣
大
会
風
鍛
V

ー
ー
税
金
の
納
付
は
必
ず
1
I
l
－

－l納
税
通
知
書
で
納
め
ま
し
ょ
う
l
一

税
金
の
納
付
に
つ
い
て
、
各
金
融
機
関

窓
口
で
納
付
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
納
税

通
知
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い。

金
融
機
関
で
は
、
納
税
通
知
書
が
な
い

と
間
違
い
の
も
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

一
切
受
け
付
け
い
た
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
常
話
、
口
顕
で
の
取
り
般
い
も

同
陳
で
す
か
ら
納
税
者
各
位
の
ど
協
力
を

h
h
u
吊
斗
・

0
I』

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
は
金
融
機
関
で
発
行
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
役
場

税
務
課
へ
と
連
絡
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
再
発

行
い
た
し
ま
す
。

⑥
今
月
の
税
金
は

固
定
資
産
税
第
二
期
分
と
国
民
健

康
保
険
説
第
一
期
分
は
忘
れ
ず
に
今

月
末
ま
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
相
談
所

七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
交
通
事
故
相
談
所

が
つ
ぎ
の
よ
う
に
開
設
さ
れ
ま
す

①

場

所

黒

部
市
役
所

時
間
午
前
十
時

l
午
後
三
時

七
月
二
日
〈
月
）
十
六
日
（
月
）

八
月
六
日
（
月
）
二
十
日
（
月
）

九
月
三
日
（
月
）
十
七
日
（
月
）

①
場
所

魚
津
県
民
相
談
室

ハ
富
山
県
魚
津
総
合
庁
舎
内
）

時

間

午

前
十
時

t
午
後
三
時

七
月
四
日
（
水
）
十
八
日
（
水
）

八
月
十
五
日
（
水
）

九
月
五
日
（
水
〉
十
九
日
（
水
）

み
第
三
日
曜
日
は
家
庭
の
日

一

る

家
族
み
ん
な
で
話
し
あ
い

ぐ

力
を
出
し
あ
い

…
に

町

楽
し
み
あ
い
ま
し
ょ
う

…
る
み
自
転
車
の
ニ
人
罪
り

一
守
る
無
灯
火
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

一

一
：

く

お

と

な

も

こ

ど

も

も

一年

家
F

交
通
W
l
w
を
守
り

目れ

み
ん
な
で
注
怠
し
あ
い

z
l

ま
し
ょ
う
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花
と
緑
の
銀
行
だ
よ
り

野
も
山
も

町
も
緑
と

花
い
っ
ぱ
い
を
め
ざ
し
て

県
民
が
と
ぞ
っ
て
、
花
や
木
を
育
て
る

楽
し
さ
を
知
り
、
そ
れ
が
生
活
の
中
に
定

着
す
る
と
と
を
期
待
し
て
、
財
団
法
人

「

花
と
緑
の
銀
行
」
が
四
月
に
設
立
さ
れ
、

朝
日
支
店
の
地
方
銀
行
頭
取
に
つ
ぎ
の
二

名
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

小

川

弥

一
（
一ニ
枚
橋
）

水

島

潔

（

平

柳）

＠
花
と
緑
の
銀
行
の
主
な
る
仕
事

判
花
と
緑
の
種
苗
の
生
産
、
あ
っ
せ
ん

と
配
布
を
し
ま
す
。

的
毛
デ
山
戸
花
壇
や
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
を

設
置
し
ま
す
。

村
花
と
緑
の
コ
ン
ク

l
wを
実
施
し
ま

す。

村
花
と
緑
の
情
報
の
収
集
と
提
供
を
し

ま
す
。

制
花
と
緑
に
つ
い
て
相
談
や
講
習
会
を

聞
き
ま
す
。

1

1
本
年
度
の
事
業
｜
｜

(9) 

V
花
の
種
子
及
び
路
根

・
ダ
リ
ャ
、
五
八

O
個

・
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス

五
六

O
個
・
カ
ン
ナ
、

二
八
八
個
・
朝

出
品
＆
洛
期
以
｛
－

h

称、i
M1
9
一

般
〆
時
礼
司
一

一

4
祖
げ
今
／
一

：~／， fl!lr;i 1111.・1・’'<I'ゅ，， t；：匂山，O ・・;n,1.;. 

顔
、
六

O
控
・
け
い
と
う
、
ん
ハ

O
袋
・

コ
ス
モ
ス
、

んハ
O
袋

・
ホ
ウ
セ
ン
カ
、

五
O
袋

V
花
の
苗

二
七

O
O本

以
上
の
も
の
を
、
学
校
、
病
院
な
ど

公
共
施
設
に
配
布
し
ま
し
た
。

運
行
供
用
者
責
任
と
は

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
よ
う

悲
惨
な
交
通
事
故
は
、
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
自
動
車
事
故

に
お
け
る
迎
行
供
用
者
貨
任
に
つ
い
て
例

を
あ
げ
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
6

「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用

に
。
供
す
る
者
」
を
一
般
に
、
「
運
行
供
用

者
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
動
車
所
有
者
と
身
分
関
係
の
あ
る
者

に
よ
る
無
断
運
転
の
場
合
に
は
、
自
動
車

所
有
者
と
無
断
運
転
者
と
の
人
的
関
係
、

縦
断
運
転
の
態
段
、

目
的
な
ど
が
考
臆
さ

れ
ま
す
。

自
動
車
所
有
者
と
無
断
運
転
者
と
が
親

族
関
係
や
雇
用
関
係
が
あ
る
場
合
に
は
、

自
動
車
所
有
者
は
、
自
分
が
車
を
利
用
し

て
な
く
て
も
運
行
供
用
者
と
し
て
責
任
を

負
い
ま
す
。

自
動
車
所
有
者
と
身
分
関
係
の
な
い
第
三

者
に
よ
る
無
断
運
転
の
場
合
に
は
、
特
別

事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
無
断
運
転
者
の
み

が
運
行
供
用
者
責
任
を
負
担
っ
と
と
に
な
り

ま
す
。自
動
車
の
貸
借
の
場
合
に
は
、
貸
主
と

倍
、
主
と
の
人
的
関
係
、
貸
与
目
的
、
期
間

対
側
の
有
如
、
貸
主
の
関
与
の
程
度
な
ど

が
考
胤
さ
れ
ま
す
。

制
問
料
で
貸
借
さ
れ
る
使
用
一一
借
で
は、

貸
主
と
借
主
と
が
親
族
関
係
や
雇
用
関
係

の
身
分
関
係
が
あ
り
、
使
用
目
的
も
制
限

さ
れ
、
賞
与
期
間
も
短
い
場
合
は
、
双
方

と
も
運
行
供
用
者
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

有
料
で
貸
借
さ
れ
る
賃
貸
借
で
は
、
レ
ン

タ
カ
ー
業
者
の
運
行
供
用
者
責
任
は
、
賃

貸
借
契
約
の
際
、
借
主
の
運
転
免
許
な
ど

の
資
絡
が
審
査
さ
れ
、
貸
与
期
聞
が
短
く

料
金
が
相
当
高
く
、
倍
、王
が
予
定
利
用
時

間
、
走
行
区
域
お
よ
び
制
限
定
行
距
離
を

守
る
義
務
な
ど
を
負
っ
て
い
た
場
合
に
、

右
業
者
の
賀
任
を
品
同
定
し
た
裁
判
例
が
あ

り
ま
す
。
業
者
の
賀
任
の
有
無
の
判
断
は

賃
貸
借
契
約
の
内
容
に
よ
り
左
右
さ
れ
ま

す。所
有
権
樹
保
の
制
賦
版
苑
の
場
合
に
は

特
別
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
現
に
離
を
利
一

周
し
て
い
る
買
主
の
み
が
運
行
供
問
者
資

任
を
負
う
と
と
に
な
り
ま
す
。

自
動
車
修
理
の
た
め
に
、
修
理
業
者
に

自
動
車
が
預
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、
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お
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み
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必
ず

披
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ま
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ょ
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。

－
最
近
の
テ
レ
ピ
は
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

る
と
す
ぐ
画
面
に
絵
が
う
つ
り
ま
す
。

そ
れ
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電
気
が
流
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て
い
る
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ら
で
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全
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外
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時
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み
を
披
き
ま
し
ょ
う
。

~田崎
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